
Microsoft Edgeのアップグレードによる「保安基準適合標章」PDFの表示サイズ変更への対応について

■Microsoft Edgeのアップグレードが行われた後に、保適証サービス（ブラウザ型）で適合標章を標章専用紙に印刷しよう
とする際に、「拡大/縮小（％）」が「100」になっていると、表示サイズがアップグレード前よりも大きく表示されており、その
まま印刷すると標章専用紙の左上側の枠部分をはみ出したり、ズレて印刷されてしまうという事例が発生しています。

「その他の設定」となっている場
合には、「その他の設定」を押下
すると「設定を減らす」になり、以
下の「用紙サイズ」や「拡大/縮小
（％）」が表示される。

「拡大/縮小（％）」が「100」に
なっていると標章PDFのサイズ
が大きく表示され、そのまま印
刷してしまうと標章専用紙から
はみ出したり、ズレてしまう。
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Microsoft Edgeのアップグレードによる「保安基準適合標章」PDFの表示サイズ変更への対応について

「印刷可能領域に合わせる」を選
ぶと、標章ＰＤＦのサイズが最適
化され、標章専用紙への印刷を
行ってもズレが発生しない。
※プリンタ本体の印刷位置等、
個別の設定による位置のズレ
が発生する場合があります。

■印刷を行う際に、「拡大/縮小（％）」の項目が「100」になっている場合、「印刷可能領域に合わせる」に変更して印刷すると、
標章専用紙の左上側の枠部分とのズレが発生せず、問題なく印刷できるようになると思われます。
ただし、お使いのプリンタ本体の設定にも左右されますので、プリンタの印刷設定の確認も必要です。

Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ Ｅｄｇｅのアイコンが左のもの（アップグレード後）である場合には注意してください。




